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イエスの笑い・序論
滝　澤　武　人
１
　新約聖書学において，「イエスの笑い」というテーマが本格的に追及され
ることはほとんどなかった。新約聖書のどこにもそのような記述が見いださ
れないためであろう。あるいは，イエスは真面目で謹厳実直な人間であり，
笑ったり笑わせたりするような軽薄な人間ではないと勝手に思いこんでいた
のかもしれない。なにしろイエスは「キリスト」，「神の子」，「主」としてあ
がめられてきた人間なのだ。さらに，イエスがローマ帝国への政治的反逆者
として，十字架刑で残虐に処刑されたという事実もまた，笑いというテーマ
を敬遠する一因となったのであろう。
　イエスが笑ったという文言は，新約聖書外典に含まれる『ユダの福音書』
（34，36，44，55）や『トマスによるイエスの幼時物語』（８，15），そして
ナグハマディ文書に含まれる『大いなるセツの第二の教え』（56），『ペトロ
の黙示録』（81）などに見いだされる。たとえば『ユダの福音書』では，い
ずれも弟子たち（正統）を批判してイエスが笑っているが，それらは「異端」
的立場からなされた「弟子批判」であり，歴史的イエス像とは結びつかない
であろう。
　しかしながら，イエスを愛しイエスの姿を追求している人々は，テキスト
の奥底からもれてくるイエスの楽しい笑い声をあちこちで聞いているはずで
ある。日本語で読める書物として次の三冊があげられようが，残念ながらい
ずれも新約聖書学的視点から書かれたものではない。
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トルーブラッド『キリストのユーモア』（創元社，1969年，小林哲夫・
小林悦子訳，原著1964年）
アンリ・コルミエ『イエスのユーモア』（サンパウロ，1992年，猪原英
雄訳，原著1974年）
宮田光雄『キリスト教と笑い』（岩波新書，1992年）
　私も『人間イエス』（講談社現代新書，1997年）の中に「ユーモア」とい
う一節を設けて論じたことがある。『イエスの現場～苦しみの共有』（世界思
想社，2006年）においても，イエスの絶妙なユーモア感覚をあらためて深く
認識せざるをえなかった。本稿は，「イエスの笑い」（『中外日報』2007年５
月３日号）というエッセイをもととしてさらに考察を加え，一書への第一歩
を踏み出そうとするものである。「笑い」という視点から福音書を読みなお
すことによって，イエスの新しい人間像の一端が明らかになるのではないか
と思われる。
２
　イエス自身はまったく何も書き残さなかった。釈迦や孔子やソクラテスと
同じである。どこまでも現場の「語り」に徹していた。そのライブ発言が弟
子たちによって伝えられ，保存され，多様に解釈されながら，やがて「語録
集」や「福音書」に纏められていく。福音書の著者はいわば「小説家」であ
り，それぞれの思想と意図に基づいて，イエスの言葉を著者流にアレンジし
ながらそれぞれの福音書を書きあげていく。イエスの日常語は「アラム語」
であったが，福音書はその時代の東地中海諸国の国際語である「ギリシャ語」
で書かれている。すなわち，日本語を話していた人物に関する書物が英語で
書かれるようなものである。
　したがって，二千年前に過ぎ去ったイエスの笑いを再現するには，テキス
トをどこまでも学問的に慎重に分析しながら，同時に想像力を大胆に働かせ
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ることが必要である。すなわち，イエス自身にまで遡りうる言葉や物語がは
たしてどういうものなのか，それがどのような現場のどのような状況の中で
語られたものなのか。どんな人間に向かい，どんな意図をもって，どんなニ
ュアンスで，さらにどんな抑揚と強弱をもって語られたものなのか，等々を
しっかりと見きわめながら，豊かなイメージを作り出していかなければなら
ない。
　しかしながら，「笑い」の面白さはそれぞれの現場で瞬間的に生まれ瞬間
的に消え去ってしまうものであり，それを再現して読者に伝えることは至難
の業であろう。ある意味では，土器の一片から古代社会全体を復元する考古
学者や，わずかな遺留品から真犯人を推理していく刑事や探偵にたとえられ
ようか。あるいは，福音書という「脚本」からどのような映画や舞台を創作
するかという「監督」や，どのように演技するかという「俳優」の仕事に近
づくであろうか。そのようなシンドイ作業を一つずつ積み重ねることによっ
て，「イエスの笑い」が少しずつ滲みでてくるのであろう。もちろん，研究
者のユーモア感覚自体が問われることは言うまでもない。
　なお，聖書からの引用は『新共同訳聖書』（日本聖書協会，2006年）を用
いたが，「イエスの笑い」というテーマを論ずるためには，生き生きとした
会話体の面白さが伝わるような表現の大胆な工夫がどうしても必要となるで
あろう。たとえば，ナニワ太郎＆大阪弁訳聖書推進委員会訳『コテコテ大阪
弁訳「聖書」』（データハウス，2000年，マタイ福音書のみ刊行）や山浦玄嗣
訳『ケセン語訳・四福音書』（イー・ピックス，2002～2004年）は，たいへ
ん興味深い試みである。ちなみに，「ケセン語」とは岩手県気仙地方の方言
のことであり，付録のCDによってケセン語の朗読を聴くこともできる。ま
さしくイエスもガリラヤ地方のナザレ村出身の田舎者だったのだ。
３
　拙著『イエスの現場』は，社会の最下層・最底辺者たちの側に立ちつくし，
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闘いぬき，十字架刑で処刑されたイエスの姿に光をあてている。イエスは「現
場」のきわめて優れた「活動家」であり，「貧しい者」，「弱い者」，「穢れた者」，
「小さな者」，「罪ある者」たちの仲間となり，彼らの「苦しみ」を共有しな
がら生きていた。少なくとも，書斎や僧院の中に閉じこもり，研究や修行に
明け暮れるというタイプとは正反対の人物である。
　イエスほど数多く珠玉の言葉を残した人物はいない。しかも，そのほとん
どが厳しい現場の活動の中からいわば「アドリブ」で発せられたものである。
現場で発せられた生の発言であったからこそ，二千年後の今日でもなお豊か
な感動と生命力を宿しているのであろう。「求めよ，さらば与えられん！」（マ
タイ７, ７），「汝の敵を愛せ！」（マタイ５, 44），「右の頬を打つなら，左の
頬も向けてやれ！」（マタイ５, 39），「幸い，乞食たち！」（ルカ６, 20），「万
人の奴隷となれ！」（マルコ10, 44），「新しいぶどう酒は新しい皮袋に！」（マ
ルコ２, 22）……いずれも最底辺の厳しい現場から発せられた痛快な名セリ
フである（私訳）。
　「最底辺者」，「闘い」，「処刑」などというと，暗く悲惨な状況ばかりを連
想しがちであろう。だが，イエスの周辺にはいつも明るい「笑い」が満ち溢
れていたように思われる。テキストの背後にあるイエスの現場のあちこちか
らイエスの笑い声が聞こえてくる。ある意味では，強制収容所（フランクル
『夜と霧』）や炭鉱の地底（上野英信『地の底の笑い話』）における笑いと結
びつくのかもしれない。それに類似した極限状況の中で，イエスは「笑い」
をもたらしたのである。それは「福音」と呼ばれている（マルコ１, １；１，
15）。今は「裁き」ではなく「救い」の時，「断食」ではなく「婚礼」の時で
ある。「罪の赦し」や「悔い改め」や「洗礼」は，洗礼者ヨハネのメッセー
ジにほかならない（マルコ１, ４）。
　イエスは決して真面目一方の堅物ではなく，実に楽しく「オモロイ」人間
であった。そう仮定しておいた方がよいであろう。しかもその話術たるやま
さに天下一品であり，次から次へとよくもまあ咄嗟にあれこれ言えるものだ
と感心してしまう。ちなみに，先ほどの名セリフの数々をもう一度読み直し
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ていただきたい。みな抜群に魅力的で刺激的なキャッチフレーズであり，一
瞬のうちに聞き手の脳裏に刻み込まれてしまう。さらにいくつかの印象的な
言葉を掲げておこう。イエス周辺に集っていた聴衆も自然に笑いを誘われ，
やんやの大喝采をおくっていたにちがいない。
兄弟の目にあるおが屑は見えるのに，なぜ自分の目の中の丸太に気づ
かないのか。 （マタイ７, ３）
あなたたちはぶよ一匹さえも濾して除くが，らくだは飲み込んでいる。
 （マタイ23, 24）
ともし火を持って来るのは，升の下や寝台の下に置くためだろうか。
 （マルコ４, 21）
金持ちが神の国に入るよりも，らくだが針の穴を通る方がまだ易しい。
 （マルコ10, 25）
あなたたち偽善者は不幸だ。人々の前で神の国を閉ざすからだ。自分
が入らないばかりか，入ろうとする人々をも入らせない。
 （マタイ23, 13）
　その発想は驚くほど大胆で鋭く，逆説や誇張や皮肉に満ちている。笑いを
生みだすユーモア感覚を，イエスは十分に身につけていたようである。そこ
まで言わなくてもよかろうにと感ずるものもあるが，社会の最底辺に生きる
人々にとって，イエスのこの徹底した姿勢こそが救いだったのだろう。だか
らこそそのような多くの民衆が，わざわざイエスの話しを聞きに集まってき
たのだ。最下層の悩み苦しむ民衆を腹の底から笑わせ泣かせられなければ，
本物の宗教者・本物の説教者とは言えないであろう。イエスはまさにそうい
桃山学院大学キリスト教論集　第45号
― 142 ―
う人間であったのだ。
４
　イエスのユニークな人間性ときわだったユーモア感覚を立証するであろう
言葉使いを紹介しておこう。まず，誰でもが知っている「アーメン」（新共
同訳では「はっきり言っておく」）である。ヘブライ語の元来の意味は「確
かに然り」で，他者の発言や祈りの最後に皆で唱和して，「まさにその通り」，
「異議なし」と厳粛に賛同する定式である。それなのに，なんとイエスは自
分の発言の最初に自分で「アーメン」と宣言してしまう。イエスとしてはそ
の厳粛な偽善性を批判しているつもりなのだろうが，敬虔なユダヤ教徒には
絶対に赦しがたいことだっただろう。自信過剰というか変人というか……。
イエスのアーメン発言は福音書に数多く見いだされるが，その内容がまたび
っくりするほどラディカルである。
　アーメン。人の子らが犯す罪やどんな冒瀆の言葉も，すべて赦される。
（マルコ３, 28）
　アーメン。子供のように神の国を受け入れる人でなければ，決して
そこに入ることはできない。（マルコ10, 15）
　アーメン。およそ女から生まれた者のうち，洗礼者ヨハネより偉大
な者は現れなかった。しかし，天の国で最も小さな者でも，彼よりは
偉大である。（マタイ11, 11）
　次に，「アッバ」である。イエスは神に対してアラム語で「アッバ」と呼
びかけている。それは子供たちが家庭で親しみをこめて父親を呼ぶときの言
葉，「お父さん」，「お父ちゃん」である。しかも，それを逮捕直前の緊迫し
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た「ゲツセマネの祈り」の中で用いている（マルコ14, 36）。有名な「主の祈
り」の冒頭部分の呼びかけ（ルカ11, ２）も，もともとはこの「アッバ」で
あったと考えられる。聴衆は開いた口がふさがらなかったであろう。まさに
空前絶後のまったく先例のない独自で異様な試みである。イエスとしては，
それほど熱心に親しく神様に呼びかけたいのならば，「お父ちゃん」と呼び
かければいいじゃないかというような気持ちだったのだろうか。それとも，
敬虔で謹厳な堅苦しいユダヤ教の祈りに抵抗しているのであろうか。これだ
けでも，イエスがかなり風変わりでかなりオモロイ人間だったらしいことが
よく分かるであろう。
　しかも，それにつづく「主の祈り」の内容がさらに刺激的である。すなわ
ち，「パンを与えてくれ！　借金を免除してくれ！　悪人どもから救ってく
れ！」（ルカ11, ３-４とマタイ6，11-13から，私訳）である。これが祈りな
のか？　あきれて笑ってしまう。しかしながら，それこそがイエス周辺の最
底辺者たちの偽らざる心境だったのだろう。自分たちのもっとも切実な願望
をそのまま唱えれば，それがもっとも美しい真実の祈りになるとでもイエス
は考えていたのだろうか。ちなみに，「求めよ，さらば与えられん！」（マタ
イ７, ７）という言葉もまた，元来は食べ物が何もない人々に向かって，「食
物」をしつこく求めつづけろと言っているのであろう。空腹でパンや魚を欲
しがる子供の話（マタイ７, ９-11）がそれに続いているからである。
　さらに，イエスが「人の子」という表現をしばしば自己呼称として用いて
いることにも注意しておかなければならないであろう。旧約聖書の伝統にお
いて，「人の子」は次のように描かれている。
見よ，「人の子」のような者が天の雲に乗り
「日の老いたる者」の前に来て，そのもとに進み
権威，威光，王権を受けた。
諸国，親族，諸言語の民は皆，彼に仕え
彼の支配はとこしえに続き
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その統治は滅びることがない。（ダニエル書７, 13-14）
　もちろん，イエスもこのような終末論的な「人の子」来臨の意識を持って
いたのだろう（マルコ８, 38）。しかしながら，イエスはしばしばそれを通常
のアラム語における「この私」，あるいは「人間」一般の意味で用いている（括
弧内は筆者の挿入）。
　狐には穴があり，空の鳥には巣がある。だが，人の子（私）には枕
する所もない。 （マタイ８, 20）
　ヨハネが来て，食べも飲みもしないでいると，あなたがたは，「あれ
は悪霊に取りつかれている」と言い，人の子（私）が来て，飲み食い
すると，「見ろ，大食漢で大酒飲みだ。徴税人や罪人の仲間だ」と言う。
 （マタイ11, 18-19）
　人の子（私あるいは人間）が地上で罪を赦す権威を持っていること
を知らせよう。 （マルコ２, 10）
　人の子（人間）は安息日の主でもある。（マルコ２, 28）
　このように，「この私」や「人間」をわざわざ「人の子」と表現すること
もきわめて特異であり，イエス独自のユーモアが含まれている。なお，終末
論的来臨や受難予告において用いられている「人の子」もまた，なにがしか
は歴史的イエス像に結びついていると考えられる。
５
　イエスはいつも多くの民衆に取り巻かれていた（マルコ２, 13；３, ７；
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４, １など多数）。仲間と一緒に飲み食いしながら，ワイワイガヤガヤ楽しむ
のもかなり好きだったらしい。そんな時にはきっと皆で腹をかかえながら大
爆笑していたのであろう。敵対者たちから「大食漢で大酒飲み」と批判され
るほどである（マタイ11, 19）。もっとも，イエスがどこまで「大食漢で大酒
飲み」であったのかは分からない。原意は，「食い意地のはった飲兵衛」と
記されているだけである。
　仲間にニックネームをつけるのも得意であった（マルコ３, 16-17）。一番
弟子のシモンには「ペテロ」（岩）と名づけている。体のがっちりとした朴
訥な漁師だったのだろう。そして，ヤコブとヨハネの兄弟を「雷の子ら」と
呼んでいる。おそらく二人ともかなり気性の激しい人間だったからであろう。
ヤコブはやがて領主ヘロデの剣で殉教の死をとげる。適切なニックネームを
つけられるという能力は，人間の本質をすぐに見抜けるということであり，
笑いやユーモアには不可欠の要素であろう。
　イエスの仲間となったのは，社会の最底辺に生きる人々であった。イエス
自身，「わたしが来たのは，正しい人を招くためではなく，罪人を招くため
である」（マルコ２, 17）とはっきり宣言している。イエスはいつもそのよう
な民衆にとり囲まれ，いつもわかりやすい譬えや物語で語りかけていた。「イ
エスは，人々の聞く力に応じて，このように多くのたとえで御言葉を語られ
た」（マルコ４, 33）と記されている通りだったのだろう。
　ガリラヤ湖畔の緑陰の風に吹かれながら，丘の上の花をながめながら，あ
るいは楽しい食卓を囲みながら，イエスは迫真の演技力をもって語っていた
のだろう。民衆もイエスの話術に魅了され興味津々と耳を傾けていたのだろ
う。そこには笑いの渦が沸き起こっていたにちがいない。笑いとまではいか
なくても，一種の楽天的な解放感がもたらされていたことだろう。イエスは
まさにスピーチの大天才であった。
　「野の花・空の鳥」として有名な物語のルカ福音書版を紹介しておこう。
　烏
からす
のことを考えてみなさい。種も蒔かず，刈り入れもせず，納屋も
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倉も持たない。だが，神は烏を養ってくださる。あなたがたは，鳥
とり
よ
りもどれほど価値があることか。……野原の花がどのように育つかを
考えてみなさい。働きもせず，紡ぎもしない。しかし，言っておく。
栄華を極めたソロモンでさえ，この花の一つほどにも着飾ってはいな
かった。今日は野にあって，明日は炉に投げ込まれる草でさえ，神は
このように装ってくださる。まして，あなたがたにはなおさらのこと
である。（ルカ12, 24-28）
　この物語もまた「貧困と飢餓」という視点から読まれなければならない。
食べ物も着る物もなく困窮している農夫たちの視線を，空のカラスへと上げ
させながらイエスが語りかけている。これだけでもチョッとした気分転換に
なるだろう。忌み嫌われていたカラスは，最底辺に生きる男たちの象徴であ
り，イエスは彼らを懸命に励ましているのだ。農夫たちの口もとは自然にほ
ころんでいたことであろう。
　次に，イエスは女たちの目を足もとに咲く「野原の花」へと向かわせる。
それはユリやバラのような誰からも愛される花ではなく，「今日は野にあっ
て，明日は炉の中に投げ込まれる草」，まさに「雑草」にすぎない。おそら
く貧しい家を支えるために「働いたり紡いだり」していた女たちの象徴であ
ろう。イエスは彼女たちに優しく語りかける。「栄華をきわめたソロモンで
さえ，この花の一つほどにも着飾ってはいなかった！」なんという名セリフ
だろうか。女たちはきっとホロリとしながら微笑んでいたことだろう。生き
る力が湧き出てくるというものだ。このテキストには楽天主義的なイエスの
愛とユーモアが満ち溢れている。
　次のイエスの発言も，店先で安く売られている「雀」に喩えながら，貧し
い農民たちを優しく励ましている。ここにも微笑みとひと筋の涙が光ってい
る。イエスはそういう人間だったのだ。
　五羽の雀が二アサリオンで売られているではないか。だが，その一
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羽さえ，神がお忘れになるようなことはない。それどころか，あなた
がたの髪の毛も一本残らず数えられている。（ルカ12, ６-７）
６
　イエスは多くの譬えを語った。特に，「神の国」はきわめて呑気で楽天的
に語られている。洗礼者ヨハネと比較してみれば，その相違は一目瞭然であ
ろう。洗礼者ヨハネはユダヤの荒れ野で，「悔い改めよ。神の国は近づいた」
（マタイ３, ２）と宣べ伝えた。ほとんどの民衆にとって，「神の国」の到来
は恐ろしい「審判」であった。しかも，たんに悔い改めるだけではなく，悔
い改めにふさわしい結果を出さなければならないのである。
　蝮の子らよ，差し迫った神の怒りを免れると，だれが教えたのか。
悔い改めにふさわしい実を結べ。……斧は既に木の根元に置かれてい
る。良い実を結ばない木はみな，切り倒されて火に投げ込まれる。
……そして，手に箕を持って，脱穀場を隅々まできれいにし，麦を集
めて倉に入れ，殻を消えることのない火で焼き払われる。」
 （マタイ３, ７-12）
　これは一般民衆にとって，特に社会の最底辺者たちにとって，実に恐ろし
いメッセージであった。これではほとんどの人間が地獄に突き落とされてし
まう。洗礼者ヨハネの「神の国」とは，まさに神の怒りと裁きのメッセージ
にほかならなかった。では，イエスはいったい「神の国」をどのようなイメ
ージで考えていたのだろうか。イエスのこんな譬えがある。
　よく聞きなさい。種を蒔く人が種蒔きに出て行った。蒔いている間に，
ある種は道端に落ち，鳥が来て食べてしまった。ほかの種は，石だら
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けで土の少ない所に落ち，そこは土が浅いのですぐ芽を出した。しかし，
日が昇ると焼けて，根がないために枯れてしまった。ほかの種は茨の
中に落ちた。すると茨が伸びて覆いふさいだので，実を結ばなかった。
また，ほかの種は良い土地に落ち，芽生え，育って実を結び，あるも
のは三十倍，あるものは六十倍，あるものは百倍にもなった。（マルコ
４, ３-８）
　この譬えの聴衆は，「神の国」には絶対に入れないと思い込んでいた農民
たちであろう。最初に蒔かれた三様の種は，いずれも単数形であり，最後の
種のみが複数形である。したがって，たくさん蒔かれる種の中で，だめにな
ってしまうのはたった三粒だけであり，ほかのたくさんの種は「良い土地」
に落ちて，百倍もの豊かな実を結ぶのである。この「良い土地」とは「神の
国」の比喩であろう。ここにはイエスのきわめて楽天的な神の国理解が示さ
れている。おそらく，貧困と飢餓の中にあるガリラヤ農民たちを励ましてい
るのであろう。イエスと農民たちの口もとには微笑みが浮かんでいたにちが
いない。
　残念ながら，この譬えが「神の国」の譬えであるとは明示されてはいない。
しかしながら，次の二つの譬えははっきりと「神の国」に喩えられており，
そこでもやはり大いなる種の可能性が楽天的に語られている。
　神の国は次のようなものである。人が土に種を蒔いて，夜昼，寝起
きしているうちに，種は芽を出して成長するが，どうしてそうなるのか，
その人は知らない。土はひとりでに実を結ばせるのであり，まず茎，
次に穂，そしてその穂には豊かな実ができる。実が熟すと，早速，釜
を入れる。収穫の時が来たからである。（マルコ４, 26-29）
　神の国を何にたとえようか。どのようなたとえで示そうか。それは
からし種のようなものである。土に蒔く時には，地上のどんな種より
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も小さいが，蒔くと，成長してどんな野菜よりも大きくなり，葉の陰
に空の鳥が巣を作れるほど大きな枝を張る。」
 （マルコ４, 30-32）
　ここにも明るく楽天的なイエスの人生観が満ち溢れている。譬えを聴いて
いたのもまたガリラヤ農民たちであろう。「種」の持つ強い生命力を誰より
もよく知っている農民の心の中に，これらの譬えはすぐに浸透していったに
ちがいない。イエスは，「人々の聞く力に応じて，このように多くのたとえ
で御言葉を語られた」（マルコ４, 33）のである。神の国は農民の収穫の喜び
であり，野菜畑のからし種の話なのである。もっとも小さなガリラヤ農民た
ちの中に，もっとも大きな可能性が宿っている。この二つの譬えの中にも，
イエスの発想の新鮮さとユーモア精神が溢れている。次の「パン種」の譬え
も同じような譬えである。
　神の国を何に譬えようか。パン種に似ている。女がこれを取って三
サトンの粉に混ぜると，やがて全体が膨れる。（ルカ13, 20-21）
　ここでも日常的な経験が「神の国」として語られており，焼きたてのパン
の美味しそうな香りがたちこめている。一サトンは12.8リットルであり，こ
れほど大量のパンを焼いている女は，大農園の料理人として雇われていた召
使いであろう。
　イエスは「神の国」の譬えを農民たちや召使いたちの生きる現場で，日常
的・現実的な体験として，誰にでも分りやすく語ったのだ。彼らにとってこ
れほど分かりやすい話しはなかっただろう。「エ～，神の国ってそんなんで
いいの～？」という驚きと笑いが渦巻いていたのではなかろうか。神の国は
一人一人の人間が生きる現実的な可能性の中に存在しているのである。イエ
スの次の言葉がそれと緊密に結びついている。
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　神の国は，見える形では来ない。「ここにある」「あそこにある」と
言えるものでもない。実に，神の国はあなたがたの間にあるのだ。（ル
カ17, 20-21）
７
　「ぶどう園の日雇い労働者」の譬えもまた，もともと「神の国」の譬えで
あり，やはりそのような視点から読まれなければならないであろう。なお，
冒頭の「天の国」はマタイによる「神の国」の書き替えである。
　天の国は次のようにたとえられる。ある家の主人が，ぶどう園で働
く労働者を雇うために，夜明けに出かけて行った。主人は，一日につ
き一デナリオンの約束で，労働者をぶどう園に送った。また，九時ご
ろ行ってみると，何もしないで広場に立っている人々がいたので，「あ
なたたちもぶどう園に行きなさい。ふさわしい賃金を払ってやろう」
と言った。それで，その人たちは出かけて行った。主人は，十二時ご
ろと三時ごろにまた出て行き，同じようにした。五時ごろにも行って
みると，ほかの人々が立っていたので，「なぜ，何もしないで一日中こ
こに立っているのか」と尋ねると，彼らは，だれも雇ってくれないの
です」と言った。主人は彼らに，「あなたたちもぶどう園に行きなさい」
と言った。夕方になって，ぶどう園の主人は監督に，「労働者たちを呼
んで，最後に来た者から始めて，最初に来た者まで順に賃金を払って
やりなさい」と言った。そこで，五時ごろに雇われた人たちが来て，
一デナリオンずつ受け取った。最初に雇われた人たちが来て，もっと
多くもらえるだろうと思っていた。しかし，彼らも一デナリオンずつ
であった。（マタイ20, １-10）
　ここで語られている日雇い労働者たちの姿は，まさしく現代の釜ケ崎や山
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谷の現状をそのまま反映しているようにみえる。しかしながら，日雇い労働
を一度でも経験したことのある聴衆ならば，イエスの話がまったくの「ウソ」
で「作り話」にすぎないことをすぐに見抜いたはずである。こんな心優しい
気前のよいオーナーなど，絶対にいるはずがないからである。だいたい「夜
明け」から何回も日雇い労働者を集めにやって来るオーナーなんているはず
がないではないか。そんなことは部下の手配師たちに命じればよい仕事だか
らだ。聴衆の日雇い労働者たちは，おそらく最初からニヤニヤしていたこと
だろう。そんな話は文字通り「夢」であり「ユートピア」にすぎないことを，
誰よりもよく知っていたからだ。
　もちろん，イエスの方でもそんなことぐらい最初から分かりきっていて，
笑いをこらえながら話していたのだろう。日雇い労働者たちの現実をよく知
る人間として，彼らの求めるべき「夢」や「ユートピア」を，まさに「夢」
や「ユートピア」として，まさに「神の国」の譬えとして語ったのであろう。
それが現実のどこにも存在しないからこそ，あえて語る必要があるのだ。そ
れを語る中から生きる希望が湧いてくるというものだ。イエスはこの譬えに
おいても，日雇い労働者たちを懸命に励まそうとしているのである。
　ユダヤ教の伝統において，「ぶどう園」は「イスラエル」の，そして「主人」
は「神」のおなじみの比喩である。したがって，イエスがこの物語を「神の
国」の譬えとして，「ある家の主人が，ぶどう園で働く労働者を雇うために
……」と語りはじめた時には，それだけですでに期待感が溢れていたはずで
ある。そこで語られたことは，日雇い労働者たちの「完全雇用」と「平等賃
金」であり，現代においてもなお依然として，まさしく夢のような「神の国」
の話にほかならないであろう。日雇い労働者たちの生活や願望を十分に知り
ぬいていたイエスの，まさにイエスらしいユーモア溢れる素晴らしい譬え話
と言えよう。なお，この譬えは16節までつづいているが，もともとは10節で
終わっており，11節以下はマタイによる付加と考えられる（『イエスの現場』
参照）。
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８
　イエスが語る「神の国」とは，「乞食たち（貧しい人々）」（ルカ６, 20；
16, 19-23），「徴税人や娼婦たち」（マタイ21, 31），「子供たち」（マルコ10, 
14-15），「異邦人たち」（マタイ８, 11），「病人や障害者たち」（ルカ11, 20），
「罪人たち」（マルコ２, 17），「日雇い労働者たち」（マタイ20, １-10），「最も
小さな者」（ルカ７, 28）たち，すなわち社会の最下層・最底辺で苦しみもが
きながら生きている被差別民衆のものにほかならない。それ以外の人間が「神
の国」に入るとは，福音書のどこにも記されていない。常識的に言えば，彼
らは絶対に「神の国」などには入れっこないとされていた人々である。
　逆に，「金持ち」に対するイエスの姿勢はきわめて辛らつである。「金持ち
が神の国に入るよりも，らくだが針の穴を通る方がまだ易しい」（マルコ10, 
25）。ここまで言わなくてもよかろうと思うほどである。だが，貧困と飢餓
に生きる人々にとっては，イエスのこの徹底した姿勢こそが救いだったのだ。
　さらに，我が世の春を謳歌していた金持ちが地獄に落ちて苦しんだり（ル
カ16, 19-26），豊作に浮かれ大きな倉を建てようとする金持ちが突然に死を
宣告されたりする（ルカ12, 16-20）という恐ろしい話もある。このような一
種のブラックユーモアが最底辺者たちの笑いをなにがしか誘っていたのであ
ろう。とにかくイエスは金持ちに冷淡なのだ。確かに余り品の良い話しぶり
ではないが，大貫隆『イエスという経験』（岩波書店，2003年）が指摘する
ように，イエスは「通常の常識からすれば憚られるような表現やイメージを，
憚ることなく用いる」人間なのである。
　そのほかにも面白い話しがまだまだある。イエスは「語り」のプロなのだ。
イエスの語った譬え話しはみな面白い。一兆円もの負債を帳消しにしてもら
ったのに，仲間から百万円の借金を取り立てて牢獄にぶち込まれる「仲間を
赦さない家来」の話し（マタイ18, 23-34）。何億円もの大金を事もなげに三
人の部下に委ねて旅に出た大資本家が，預かっていた金を元手に儲けた二人
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の部下をさらに出世させ，穴の中に金を埋めておいた部下を失脚させる「タ
ラントン」の話し（マタイ25, 14-30）。イエス自身がこれらを「神の国」の
譬えとして語った可能性も大いにありうる。その場合には，「王」（神）がそ
の「家来」（権力者）を裁く「審判」の要素が強調されていたのであろう。
そうだとすると，ここでも大金持ちの没落に聴衆は大喝采だったのだろう。
　さらに，使途不明金が発覚し追いつめられた管理人が，負債者たちの証文
を勝手に書き替えてしまうという「不正な管理人」の話し（ルカ16, 1-8）な
どは，まさに現代の新聞記事でも読んでいるような気がする。しかも，それ
を伝え聞いた「主人は，この不正な管理人の抜け目のないやり方をほめた」
というではないか。なにがなんだか分からなくなるような発言だが，多額の
負債にがんじがらめになっている，イエス周辺の人間たちにとってはそんな
うまい話しはさぞかし救いになっていたことだろう。
　イエスは社会の最底辺者・最下層者たちとともに生きぬいた。まさに「強
きをくじき，弱きを助ける！」ような典型的な人物であった。「マリアの賛歌」
の中の次の一節は，イエス自身の心の奥底でいつも燃えさかっていたことだ
ろう。
主はその腕で力を振るい，
思い上がる者を打ち散らし，
権力ある者をその座から引き降ろし，
身分の低い者を高く上げ，
飢えた人を良い物で満たし，
富める者を空腹のまま追い返されます。（ルカ１, 51-53）
　凄まじいまでに徹底した預言者的・革命的思想であり，これこそが洗礼者
ヨハネ教団の中心メッセージであった。多くの民衆が洗礼者ヨハネのことを，
神から遣わされたほんとうの「預言者」だと信じて（マルコ11, 32），ヨルダ
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ン川で彼から洗礼を受けた（マルコ１, ５）。そして，ヘロデ・アンティパス
がヨハネを処刑した原因も，やはりこの激しい革命思想のためであったと思
われる（ヨセフス『ユダヤ古代誌』18巻118節）。
　若き日のイエスがヨハネから「洗礼」を受けた（マルコ１, ９）のも，お
そらくこのような社会正義と平等の実現を心から正しいと信じていたからで
あろう。やがてイエスはヨハネから自立して独自の活動を展開するにいたる
が，その基本的方向はしっかりと継承している。
　「神の国」とは，今飢えている人々が満たされ，今泣いている人々が笑う
ようになることにほかならない（ルカ６, 21）。そこには価値観の大いなる逆
転があり，大いなる喜びと笑いが満ち溢れている。イエスの生きる現場には，
〈苦しみの共有〉とともに，〈笑いの共有〉が渦巻いている。それは最底辺者
たちと共に生きる現場の中の笑いであった。
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The Laughter of Jesus（Introduction）
Taketo TAKIZAWA
　In New Testament studies, the“laughter of Jesus”has seldom been a 
subject of full-fledged discussions, likely because the New Testament 
nowhere describes such an occasion, or because we have just assumed 
that Jesus, a serious and honest man, is anything but frivolous, and that he 
never laughs nor makes others laugh. After all, he has been revered as 
Christ, the Son of God or the Lord. The fact that he was cruelly crucified 
has also contributed to a general reluctance to take up“laughter”as a 
theme.
　However, those who love Jesus and engage in academic pursuit of Jesus 
must have heard his laughter oozing between the lines throughout the 
texts. In my book titled“Jesus the Man”（Kodansha Gendai Shinsho, 
1997）, this theme is discussed under the section“Humor.”In writing 
another book titled“Jesus on the Front Line － Sharing Pains”（Sekai 
Shisosha, 2006）, I renewed and deepened my recognition of Jesus' 
exquisite sense of humor.
　On the basis of my essay“The Laughter of Jesus”（The Chugai Nippo, 
May 3, 2007）, this paper gives a deeper insight into the theme, hopefully 
to develop into a book in the future. Re-reading the gospel texts from the 
perspective of“laughter”will shed light on a new aspect of the image of 
Jesus as a man.
